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アクティベーションか、ベーシックインカムか
持続可能な社会構想へ

　貧困、格差、生活不安からの脱却の道をどう展望するか。新しい福祉社会はど
のようにデザインされるべきか。先進工業国のさまざまな経験、動向を見渡すと、
大きく二つの考え方が分岐します。
　一方では、雇用と社会保障を徹底して連携させ、人々の就労を支援しはたらく
見返りを高めるアクティベーションの方向です。他方では、所得保障を雇用と切
り離し、柔軟な社会の構築を目指すベーシックインカムの方向があります。この
二つの戦略は、部分的には重なり合いながらも、福祉社会の未来について、異なっ
たビジョンとむすびつきます。
　政権交代後の日本の状況をふまえて、この二つの戦略をどのように評価し、い
かに現実化していくべきなのでしょうか。
　このシンポジウムは、デンマーク福祉国家やアクティベーション政策の研究で
知られる、オーフス大学教授のヨルゲン・グル・アンデルセン教授、今日のベーシッ
クインカム研究の若手の中心でもあるルーベンカトリック大学のヤニク・ヴァン
デルホルヒト教授を招き、この二つ戦略の対立と重なり、各国の経験、日本にとっ
て示唆するものについて討論をします。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

報告者：ヨルゲン・グル・アンデルセン教授
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使用言語：英語

日時：２０１０年２月２６日（金）　１４：００～１７：００
場所：ホテルグランドパレス（東京都千代田区飯田橋）

　      ３階　牡丹・あやめの間　http://www.grandpalace.co.jp/access/top.html

申込方法：　参加を希望される方は、２月１９日（金）までに
　　　　　　　　226sympo@juris.hokudai.ac.jp
　　　　　宛メールにてお申し込みください（先着 40 名受付）。
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